
札幌市内中学生の皆さんに 札幌市/札幌市教育委員会主催  R７年度地域クラブ活動モデル事業 

 

 

 

 

 

 

演劇ワークショップ のご案内 

講師には、長年にわたり北海道の演劇活動を盛り上げている「北海道演劇財団」の協力により、 

北八劇場の芸術監督である納谷真大氏など、札幌の演劇界をけん引する方々を講師としてお招きします！ 

          （くわしくは HP へ）  

後半 「銀河鉄道の夜」の上演に取り組みます。

前半 

演出  9/15(月祝) 13:00〜16:00 市民交流プラザ控室 401 

演技（熊木） 9/28(日) 13:00〜16:00 市民交流プラザ控室 402 

ダンス  10/26(日) 13:00〜16:00 市民交流プラザ控室 401 

演技（納谷） 11/8(土)  9:00〜12:00 市民交流プラザ控室 402 

後半 

11/30(日)  13:00〜16:00 市民交流プラザ控室 402 

12/7(日)   9:00〜12:00 シアターZOO（南 11 西 1丁目） 

1/6(火)〜10(土)  13:00〜16:00 シアターZOO 

1/11(日)、1/12(月祝)  9:00〜16:00 シアターZOO 

    

申込方法 

 

参加費用 

 
下記 QR コードからお申込みください 

（こちらから具体的な内容や講師のプロフィールを

見ることができます。また、裏面にも若干の記載が

ございます。） 

各 1回あたり５００円 

後半は全９回で４,５００円 

（当日の受付時にお支払いください） 

(会場への交通費は参加者負担となります) 

 
応募に関するお問い合わせ先 

 札幌市市民文化局文化部文化振興課 担当:小川、大沼 

       011-211-2261       bunka@city.sapporo.jp 

URL（右の QR コードと同じ） https://www.city.sapporo.jp/shimin/bunka/bukatudou.html 

申し込みの際は 

保護者の了承が必要です 

演劇に興味があれば誰でも参加 OK！ 

 



Q & A コーナー 

 

 

Q.申し込みの際はどのような情報が必要ですか？ 

A.学年、通っている中学校、演劇部の在籍有無または演劇経験の有無、参加者連絡先（任意）、緊急連絡先、報

道機関等の取材が入る時写真等に写ってもよいか、【後半】スタッフで参加する場合は希望の役割 などを記載

していただきます。 

Q.参加にあたって必要な連絡はどのようにされますか？ 

A.ワークショップ参加決定後は北海道演劇財団から詳細について連絡をいたします。 

 北海道演劇財団 電話：011-520-0710 メール office@h-paf.ne.jp 

また、参加に当たって必要な連絡は、申し込みの時に入力していただくメールアドレス宛にお送りします。ご自

宅で連絡内容を確認する必要がある為、学校の chromebook アカウントからは申し込まず、ご自宅のパソコン・

スマホから申し込んでください。

Q.保険などに加入しておく必要はありますか？ 

A.運営側で保険に加入しますので、不要です。 

Q.複数人での申込は可能ですか？ 

A.前半は５名、後半は３名でのグループの申込が可能です。また、グループ申請の場合、個人申請と同じフォー

ムをご利用いただきますが、代表者の方に参加者の情報をまとめてご入力いただきます。 

部活動地域移行や、地域クラブ活動についてはこちらをご覧ください。 

 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/sidou/jidouseito/bukatsu/bukatudouhousinn.html 

後半のワークショップ、演出担当：前田透さんからのメッセージ 

演劇は集団でのものづくりです。一つの台本を出発点に、俳優、演出、音響や衣装など裏方のスタッフの人も、それぞれみ

んなが身体と頭を動かしてアイデアを出し合っていきます。今回は、『銀河鉄道の夜』という作品を上演します。 

 はじめての事があっても、知らない人ばかりでも大丈夫です。 

 ぜひ、一緒に演劇をつくりましょう。 

 

銀河鉄道の夜 あらすじ、解説 

ジョバンニという孤独で空想好きな少年は、ある夜、気がつくと友人であるカムパネルラと一緒に銀河鉄道に乗っ

ていました。二人は宇宙のいろいろな星をめぐり、たくさんの乗客たちと出会い、人生について考えるようになり

ます。そして、帰ってきたジョバンニはある事実を知ることになります。 

この作品は宮沢賢治が書いた小説を元にした戯曲です。原作は今から 90 年ほど前に書かれたものですが、今でも

大人から子供まで、たくさんの方々に愛読されています。その幻想的な世界や魅力あふれる登場人物たちは、アニ

メやゲームなどでもモチーフとして使用されているほど、現在の創作物に大きな影響を与えています。 

 

 

 


